
第４４回 米国生薬学会 
■２００３年７月１２日～１６日　米国ノースカロライナ州・チャペルヒル 

■日本語訳 
我々の過去の研究ではSENCARマウスを用いた20週間におよぶ
実験において、発がんイニシエーターである一酸化窒素（NO）発生剤の
パーオキシナイトライト（PN）、および発がんプロモーターであるホルボル
エステル（TPA）により典型的な乳頭腫が有意に発生することが分かっ
ている。今回、我々は生理機能の調節に重要な役割を果たす分子で
あると、同時に微生物ならびに哺乳類細胞の突然変異を引き起こしうる
突然変異原であるNO誘発による発がん作用の可能性を検討するため、
基本的なマウス皮膚２段階発がん試験を行い、PNの作用について
調べた。PN溶液をSENCAR雌性マウス（6週齢、15匹使用）の局所に
1回塗布した後、TPAを週２回、２０週にわたって塗布した。これらの
基本的な結果をもとに最近行った試験では、天然物由来化合物を
イニシエーションの前後２週間に限定して飲料水とともに経口投与し、
飲料水のみでプロモーター処理した群では、天然由来化合物である
フラボノイドおよびトリテルぺノイドにはPNによる発がん活性化を抑制
する効果が認められた。我々の評価では、天然物由来化合物を試料
として投与した被験群では、乳頭腫の発生が約６０から７０％減少する。
このような結果から、天然物由来化合物のNOの活性作用における
抗イニシエーション効果の可能性が示唆される。 
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｢CHEMOPREVENTION  OF  MOUSE  SKIN  PAPILLOMAS  BY  NATURALLY  OCCURING-
COMPOUNDS  IN  NITRIC  OXIDE  DONOR  INDUCED  CARCINOGENESIS  MODEL」 
NO発生剤誘発発がんモデルを用いた天然物由来化合物によるがん予防の研究 

44nd  Annual Meeting of the American Society of Pharmacognosy

Harukuni Tokuda
Kyoto Prefectural University of Medicine, Kyoto, 602-0841; JAPAN.

第９回 欧州栄養学会議① 
■２００３年１０月１日～４日　イタリア・ローマ 

■日本語訳 
紫外線（UV）は一般的にヒトにおいて皮膚がんを起こすとされている。
UVB（２９０- - -３２０ｎｍ）の種 な々作用として皮膚での発がん性が考え
られる。 
UVB暴露により発生する酸化関連物質、フリーラジカルの産生は

DNAに直接傷害を与え、種々のサイトカインを生ずる。ビタミンEは有用な
抗酸化物として報告されており他の抗酸化物（タベブイア・アベラネダエ
を含む）とともに、われわれはヘアレスマウスを用いてUVB誘発皮膚
発がんでの抑制効果について試験を行なった。ヘアレスマウス、２１匹を
次の３群に分けて実験を進めた。１．ビタミンEを摂取する群　２．通常の
飼料群　３．ビタミンE欠乏食。 
DMBAでイニシエーション後、すべてのグループにUVBを週２回、

２０週間照射した。直径１ｍｍ以上の腫瘍を週１回、照射の期間に測定
した。腫瘍発生率、発生数ともビタミンE摂取群に顕著な腫瘍減少作用
が認められ、UVB誘発マウス皮膚発がんにおいて抑制効果を示した。 
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｢Cancer Chemopreventive Effects of Oral Feeding  α-tocopherol on UVB Induced Photo-
carcinogenesis of Hairless Mouse」 
へアレスマウスを用いたUVB発がんにおけるαートコフェロール摂取でのがん予防効果 

9th European Nutrition Conference 

M. Kuchide, H. Tokuda, J. Takayasu, T. Mukainaka, W. Aoi, F. Enjo, H. Nishin
Kyoto Prefectural University of Medicine, Kawaramachi-dori, Kamigyo-ku, Kyoto, Japan
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